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読
み
歩
き
パ
ネ
ル
設
置
報
告

　

昨
年
度
設
置
済
み
の
、

「
メ
ロ
ス
坂
通
り
」
15
基

「
仁
太
坊
通
り
」
13
基

に
続
き
、
６
月
28
日
、

「
荒
馬
通
り
」
４
基

「
太
宰
通
り
」
９
基

「
斜
陽
館
通
り
」
４
基

「
八
幡
宮
参
道
」
５
基

に
『
通
り
の
物
語
』
読
み
歩
き
看

板
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
読
み
歩
き

看
板
各
通
り
の
テ
ー
マ
は
、

「
荒
馬
通
り
」
金
木
の
郷
土
芸

能
・
伝
統
工
芸
。

「
太
宰
通
り
」
は
、
太
宰
治
の
幼

少
期
。

「
斜
陽
館
通
り
」
は
、
太
宰
治
か

ら
見
た
、
生
家
津
島
家
。

「
八
幡
宮
参
道
」
は
、
津
軽
神
楽

と
八
幡
宮
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
、
今
年
と
２
ヵ
年
に
わ
た

り
採
択
さ
れ
た
、
五
所
川
原
市
の

市
民
提
案
型
事
業
「
太
宰
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ヒ
ス
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
整
備

事
業
」
は
、
太
宰
治
生
誕
百
年
を

機
に
、
金
木
町
と
そ
の
周
辺
地
域

を
空
間
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
太
宰

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
活
性
化

を
図
る
た
め
官
民
協
働
事
業
と
し

て
推
進
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

読
み
歩
き
パ
ネ
ル
が
つ
な
ぐ

「
店
」
「
通
り
」
「
ひ
と
」

　

目
的
は
、
ま
ち
歩
き
観
光
客
の

増
加
と
着
地
型
観
光
の
推
進
で
、

今
ま
で
人
通
り
の
少
な
か
っ
た
商

店
街
に
も
、
観
光
客
の
足
が
向
く

機
会
が
増
え
、
商
店
街
の
再
生
意

欲
の
芽
生
え
や
地
域
住
民
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
造
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

修
学
旅
行
・
移
動
教
室
向
け

　

各
通
り
の
読
み
歩
き
パ
ネ
ル
と

点
在
す
る
太
宰
治
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
こ
と
に
よ
り
短
時
間
で
郷
土

の
歴
史
・
文
化
を
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。
北
海
道
・
首

都
圏
の
旅
行
社
か
ら
は
、
多
く
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
設
置
し
た
パ
ネ
ル

が
、
地
域
の
新
し
い
文
化
財
産
に

な
れ
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
展
開
は
、

　

各
通
り
に
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
「
ま
ち
の
記
憶
館
」
設
置
を
す

す
め
て
い
き
、

・
観
光
客
へ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

　

提
供
。

・
観
光
客
と
地
元
住
民
の
交
流
。

・
世
代
の
異
な
る
住
民
の
交
流
推

　

進
。

・
通
り
ご
と
の
町
並
み
写
真
や
歴

史
を　

保
存
・
伝
承
。

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
パ
ネ
ル
の
設
置
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
今
年

度
快
く
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
１
回

「
リ
ヤ
カ
ー
市
」

　

７
月
２
日
、
第
１
回
太
宰

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
な
ぎ
リ
ヤ

カ
ー
市
で
賑
わ
う
仁
太
坊
通
り

の
特
設
会
場
で
は
、
ご
近
所
の

方
た
ち
に
も
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
バ
ザ
ー
の
雰
囲
気
た
っ

ぷ
り
で
し
た
。
岩
手
県
一
関
市

東
山
商
工
観
光
の
ブ
ー
ス
で
は
、

震
災
で
被
害
を
受
け
た
気
仙
沼

産
の
味
噌
や
醤
油
を
出
品
す
る

な
ど
「
被
災
地
へ
の
応
援
・
支

援
」
に
な
る
と
商
品
を
勧
め
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ

文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
「
平

泉
」
の
す
ぐ
隣
と
あ
っ
て
、
登

録
時
の
新
聞
号
外
を
置
く
な

ど
、
一
ノ
関
東
山
地
区
・
平
泉

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

一
ノ
関
市
東
山
地
区
は
猊
鼻
渓

の
川
く
だ
り
で
有
名
。
船
頭
さ

ん
の
「
げ
い
び
追
分
」
は
名

物
。

　

ま
た
、
地
域
の
「
う
ま
い
」

が
顔
を
そ
ろ
え
た
会
場
で
は
、

地
元
産
転
作
大
豆
を
原
料
と
し

た
焼
酎
「
斜
陽
の
詩
」
「
仁
太

坊
三
味
線
（
新
発
売
）
」
「
奴

と
う
ふ
」
「
奴
味
噌
」
「
金
木

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の
燻
製
」
「
馬

肉
汁
」
「
馬
ま
ん
（
味
噌
・
醤

油
・
カ
レ
ー
味
）
」
な
ど
、
地

元
産
野
菜
・
肉
を
使
用
し
た
商

品
が
軒
を
連
ね
、
お
土
産
か
ら

か
わ
い
い
子
供
服
ま
で
揃
う
市

で
し
た
。
ま
た
、
筍
（
正
式
名

「
チ
シ
マ
ザ
サ
」
俗
名
「
根
曲

竹
」
・
「
姫
竹
」
・
「
地
竹
」

な
ど
）
の
瓶
詰
め
や
「
ミ
ズ

（
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
）
」
等
の
山

菜
も
出
品
さ
れ
、
思
わ
ぬ
山
の

幸
に
皆
さ
ん
に
っ
こ
り
。
山
菜

は
、
ど
こ
の
産
直
バ
ザ
ー
で
も

大
人
気
で
す
（
山
で
は
、
遭
難
、

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
）
。

　

取
材
の
帰
り
道
、
金
木
八
幡

宮
を
通
る
と
、
30
度
近
い
気
温

で
も
高
い
木
立
の
下
は
風
が
抜

け
、
と
て
も
涼
し
い
。
読
み
歩

き
パ
ネ
ル
も
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
と
は
こ
こ
に
ベ
ン
チ

が
あ
れ
ば
「
旅
人
・
散
歩
人
」

の
良
い
憩
い
の
場
と
な
る
。
都

市
農
村
交
流
・
世
代
間
交
流
。

歴
史
や
物
語
は
人
と
人
を
つ
な

ぎ
、
後
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。

名
も
無
き
物
語
は
、
全
国
へ
と

広
が
り
、
う
わ
さ
を
も
と
に
た

ず
ね
て
く
る
人
が
増
え
る
。
こ

ん
な
ま
ち
に
住
ん
で
み
た
い
。

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

第
３
回

三
橋
美
智
也

メ
モ
リ
ア
ル
音
楽
祭

が
、
７
月
17
日
津
軽
三
味
線
会

館
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
レ
コ
ー
ド
界
最
多
の
ミ
リ

オ
ン
セ
ラ
ー
三
橋
美
智
也
の
歌

を
歌
い
継
ぐ
！
を
テ
ー
マ
に

三
橋
美
智
也
「
み
ち
や
会
歌
い

継
ぐ
会
」
に
よ
る
連
唱
。く
ど
う

し
ん
ご
「
ガ
ッ
ト
ギ
タ
ー
」
、
三

橋
美
智
二
先
生
、
島
田
あ
き
お

シ
ョ
ー
（
歌
手
・
も
と
三
橋
美

智
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
と
い
う

内
容
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

津
軽
民
謡
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
・
嘉
瀬
の
奴
踊
り

「
津
軽
の
唄
っ
こ

　

お
べ
る
べ
教
室
」

開
催
日
の
お
知
ら
せ

８
月
２
日
・
９
日
・
12
日
・

19
日
・
23
日
・
26
日
・
30
日

９
月
２
日
・
６
日
・
９
日
・

13
日
・
20
日

会
場　

津
軽
三
味
線
会
館

時
間　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

参
加
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

３
度
目

「
目
指
せ
１
０
０
０
人
！

　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
」

黄
金
色
の
大
地
か
ら
、

「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
」
と

「
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
を
唄
う

津
軽
の
唄
っ
こ
お
べ
る
べ
教
室

の
成
果
を
こ
こ
で
発
揮
！

９
月
24
日
（
土
）

会
場
金
木
公
民
館
裏
の
空
き
地

時
間　

10
時
ス
タ
ー
ト

※

雨
天
時
は
金
木
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

「
Ｂ
ｏ
ｎ 

ｄ
ｅ 

フ
ェ
ス
タ
」

盆
祭
り

開
催
日　

８
月
14
日
（
日
）

時　

間　

18
時
30
分
ス
タ
ー
ト

会
場　

津
軽
三
味
線
会
館

　
　
　

屋
外
ス
テ
ー
ジ

第
一
部
「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」

出
場
者
大
募
集
／
参
加
料
無
料

で
す
。
郷
土
芸
能
・
バ
ン
ド
・

手
踊
り
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
募
集
し
ま
す
。
先
着
15
組
。

第
二
部
「
盆
踊
り
（
嘉
瀬
の
奴

踊
り
・
津
軽
甚
句
）
」
誰
で
も

自
由
参
加
で
き
ま
す
。
旅
人
さ

ん
も
お
待
ち
し
て
ま
す
。

第
三
部
「
カ
ラ
オ
ケ
」

出
場
者
募
集
参
加
料
５
０
０
円

参
加
申
込
時
に
津
軽
三
味
線
会

館
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
当

日
は
テ
ー
プ
（
Ｍ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）

を
持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

１
～
３
位
に
は
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
！
先
着
15
組

募
集
締
切　

７
月
31
日

太
宰
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

｢

津
軽
ま
つ
り｣

今
年
も
開
催
！
！

９
月
４･

５
日
は

芦
野
公
園
に
あ
つ
ま
れ
～
！

☆
地
域
の
う
ま
い
も
の
大
集
合

☆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
津
軽
三
味
線
連
弾

・
立
佞
武
多
の
囃
子

・
こ
れ
ぞ
！
「
津
軽
の
唄
会
」

　
　

津
軽
民
謡
「
あ
い
や
節
」

　
　

「
お
は
ら
節
」
「
よ
さ
れ

　
　

節
」
「
じ
ょ
ん
か
ら
節
」

　
　

「
津
軽
甚
句
」
・
嘉
瀬
の

　
　

奴
踊
り
・
ス
コ
ッ
プ
三
味

　
　

線

☆
ち
ょ
っ
ぴ
り
探
検

！？
ヒ
ン
ト

を
も
と
に
次
の
ク
イ
ズ
ポ
イ
ン

ト
を
探
す
、
駆
け
巡
る
青
春　

　

「
太
宰
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

☆
あ
お
ぞ
ら
フ
リ
マ

　
　
　
　
　

出
店
者
大
募
集
！

青
空
の
下
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　

芦
野
公
園
内

　
　
　

旧
演
芸
場
広
場

出
店
料　
　

一
般
１
０
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち

ら
ま
で
！

０
１
７
３-

５
４-

２
８
２
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部

津
軽
音
探
し
散
歩

登
録
ガ
イ
ド
募
集

登
録
ガ
イ
ド
仕
事
内
容

津
軽
三
味
線
の
始
祖　

仁
太
坊

の
出
身
地
神
原
を
お
客
様
に
ご

案
内
を
す
る　

登
録
ガ
イ
ド
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

賃
金　

１
回
２
時
間

　
　
　

（
時
給
１
０
０
０
円
）

内
容
説
明
会

　
　

７
月
28
日　

18
時
～

会
場　

津
軽
三
味
線
会
館

募
集
期
間

　
　

７
月
28
日
～
８
月
12
日

採
用　

書
類
審
査(

履
歴
書
を
提
出) 

募
集
人
員　

15
名

※

説
明
会
に
来
れ
な
い
方
は
、

７
月
28
日
か
ら
三
味
線
会
館
で

資
料
を
配
布
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
津
軽
三
味
線
会
館
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

電
話　

０
１
７
３-

５
４-

１
６
１
６
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の
読
み
歩
き
パ
ネ
ル
と

点
在
す
る
太
宰
治
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
こ
と
に
よ
り
短
時
間
で
郷
土

の
歴
史
・
文
化
を
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。
北
海
道
・
首

都
圏
の
旅
行
社
か
ら
は
、
多
く
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
設
置
し
た
パ
ネ
ル

が
、
地
域
の
新
し
い
文
化
財
産
に

な
れ
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
展
開
は
、

　

各
通
り
に
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
「
ま
ち
の
記
憶
館
」
設
置
を
す

す
め
て
い
き
、

・
観
光
客
へ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

　

提
供
。

・
観
光
客
と
地
元
住
民
の
交
流
。

・
世
代
の
異
な
る
住
民
の
交
流
推

　

進
。

・
通
り
ご
と
の
町
並
み
写
真
や
歴

史
を　

保
存
・
伝
承
。

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
パ
ネ
ル
の
設
置
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
今
年

度
快
く
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
１
回

「
リ
ヤ
カ
ー
市
」

　

７
月
２
日
、
第
１
回
太
宰

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
な
ぎ
リ
ヤ

カ
ー
市
で
賑
わ
う
仁
太
坊
通
り

の
特
設
会
場
で
は
、
ご
近
所
の

方
た
ち
に
も
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
バ
ザ
ー
の
雰
囲
気
た
っ

ぷ
り
で
し
た
。
岩
手
県
一
関
市

東
山
商
工
観
光
の
ブ
ー
ス
で
は
、

震
災
で
被
害
を
受
け
た
気
仙
沼

産
の
味
噌
や
醤
油
を
出
品
す
る

な
ど
「
被
災
地
へ
の
応
援
・
支

援
」
に
な
る
と
商
品
を
勧
め
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ

文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
「
平

泉
」
の
す
ぐ
隣
と
あ
っ
て
、
登

録
時
の
新
聞
号
外
を
置
く
な

ど
、
一
ノ
関
東
山
地
区
・
平
泉

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

一
ノ
関
市
東
山
地
区
は
猊
鼻
渓

の
川
く
だ
り
で
有
名
。
船
頭
さ

ん
の
「
げ
い
び
追
分
」
は
名

物
。

　

ま
た
、
地
域
の
「
う
ま
い
」

が
顔
を
そ
ろ
え
た
会
場
で
は
、

地
元
産
転
作
大
豆
を
原
料
と
し

た
焼
酎
「
斜
陽
の
詩
」
「
仁
太

坊
三
味
線
（
新
発
売
）
」
「
奴

と
う
ふ
」
「
奴
味
噌
」
「
金
木

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の
燻
製
」
「
馬

肉
汁
」
「
馬
ま
ん
（
味
噌
・
醤

油
・
カ
レ
ー
味
）
」
な
ど
、
地

元
産
野
菜
・
肉
を
使
用
し
た
商

品
が
軒
を
連
ね
、
お
土
産
か
ら

か
わ
い
い
子
供
服
ま
で
揃
う
市

で
し
た
。
ま
た
、
筍
（
正
式
名

「
チ
シ
マ
ザ
サ
」
俗
名
「
根
曲

竹
」
・
「
姫
竹
」
・
「
地
竹
」

な
ど
）
の
瓶
詰
め
や
「
ミ
ズ

（
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
）
」
等
の
山

菜
も
出
品
さ
れ
、
思
わ
ぬ
山
の

幸
に
皆
さ
ん
に
っ
こ
り
。
山
菜

は
、
ど
こ
の
産
直
バ
ザ
ー
で
も

大
人
気
で
す
（
山
で
は
、
遭
難
、

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
）
。

　

取
材
の
帰
り
道
、
金
木
八
幡

宮
を
通
る
と
、
30
度
近
い
気
温

で
も
高
い
木
立
の
下
は
風
が
抜

け
、
と
て
も
涼
し
い
。
読
み
歩

き
パ
ネ
ル
も
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
と
は
こ
こ
に
ベ
ン
チ

が
あ
れ
ば
「
旅
人
・
散
歩
人
」

の
良
い
憩
い
の
場
と
な
る
。
都

市
農
村
交
流
・
世
代
間
交
流
。

歴
史
や
物
語
は
人
と
人
を
つ
な

ぎ
、
後
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。

名
も
無
き
物
語
は
、
全
国
へ
と

広
が
り
、
う
わ
さ
を
も
と
に
た

ず
ね
て
く
る
人
が
増
え
る
。
こ

ん
な
ま
ち
に
住
ん
で
み
た
い
。

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

第
３
回

三
橋
美
智
也

メ
モ
リ
ア
ル
音
楽
祭

が
、
７
月
17
日
津
軽
三
味
線
会

館
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
レ
コ
ー
ド
界
最
多
の
ミ
リ

オ
ン
セ
ラ
ー
三
橋
美
智
也
の
歌

を
歌
い
継
ぐ
！
を
テ
ー
マ
に

三
橋
美
智
也
「
み
ち
や
会
歌
い

継
ぐ
会
」
に
よ
る
連
唱
。く
ど
う

し
ん
ご
「
ガ
ッ
ト
ギ
タ
ー
」
、
三

橋
美
智
二
先
生
、
島
田
あ
き
お

シ
ョ
ー
（
歌
手
・
も
と
三
橋
美

智
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
と
い
う

内
容
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

津
軽
民
謡
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
・
嘉
瀬
の
奴
踊
り

「
津
軽
の
唄
っ
こ

　

お
べ
る
べ
教
室
」

開
催
日
の
お
知
ら
せ

８
月
２
日
・
９
日
・
12
日
・

19
日
・
23
日
・
26
日
・
30
日

９
月
２
日
・
６
日
・
９
日
・

13
日
・
20
日

会
場　

津
軽
三
味
線
会
館

時
間　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

参
加
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

３
度
目

「
目
指
せ
１
０
０
０
人
！

　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
」

黄
金
色
の
大
地
か
ら
、

「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
」
と

「
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
を
唄
う

津
軽
の
唄
っ
こ
お
べ
る
べ
教
室

の
成
果
を
こ
こ
で
発
揮
！

９
月
24
日
（
土
）

会
場
金
木
公
民
館
裏
の
空
き
地

時
間　

10
時
ス
タ
ー
ト

※

雨
天
時
は
金
木
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

「
Ｂ
ｏ
ｎ 

ｄ
ｅ 

フ
ェ
ス
タ
」

盆
祭
り

開
催
日　

８
月
14
日
（
日
）

時　

間　

18
時
30
分
ス
タ
ー
ト

会
場　

津
軽
三
味
線
会
館

　
　
　

屋
外
ス
テ
ー
ジ

第
一
部
「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」

出
場
者
大
募
集
／
参
加
料
無
料

で
す
。
郷
土
芸
能
・
バ
ン
ド
・

手
踊
り
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
募
集
し
ま
す
。
先
着
15
組
。

第
二
部
「
盆
踊
り
（
嘉
瀬
の
奴

踊
り
・
津
軽
甚
句
）
」
誰
で
も

自
由
参
加
で
き
ま
す
。
旅
人
さ

ん
も
お
待
ち
し
て
ま
す
。

第
三
部
「
カ
ラ
オ
ケ
」

出
場
者
募
集
参
加
料
５
０
０
円

参
加
申
込
時
に
津
軽
三
味
線
会

館
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
当

日
は
テ
ー
プ
（
Ｍ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）

を
持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

１
～
３
位
に
は
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
！
先
着
15
組

募
集
締
切　

７
月
31
日

太
宰
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

｢

津
軽
ま
つ
り｣

今
年
も
開
催
！
！

９
月
４･

５
日
は

芦
野
公
園
に
あ
つ
ま
れ
～
！

☆
地
域
の
う
ま
い
も
の
大
集
合

☆
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
津
軽
三
味
線
連
弾

・
立
佞
武
多
の
囃
子

・
こ
れ
ぞ
！
「
津
軽
の
唄
会
」

　
　

津
軽
民
謡
「
あ
い
や
節
」

　
　

「
お
は
ら
節
」
「
よ
さ
れ

　
　

節
」
「
じ
ょ
ん
か
ら
節
」

　
　

「
津
軽
甚
句
」
・
嘉
瀬
の

　
　

奴
踊
り
・
ス
コ
ッ
プ
三
味

　
　

線

☆
ち
ょ
っ
ぴ
り
探
検

！？
ヒ
ン
ト

を
も
と
に
次
の
ク
イ
ズ
ポ
イ
ン

ト
を
探
す
、
駆
け
巡
る
青
春　

　

「
太
宰
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

☆
あ
お
ぞ
ら
フ
リ
マ

　
　
　
　
　

出
店
者
大
募
集
！

青
空
の
下
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　

芦
野
公
園
内

　
　
　

旧
演
芸
場
広
場

出
店
料　
　

一
般
１
０
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち

ら
ま
で
！

０
１
７
３-

５
４-

２
８
２
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部

津
軽
音
探
し
散
歩

登
録
ガ
イ
ド
募
集

登
録
ガ
イ
ド
仕
事
内
容

津
軽
三
味
線
の
始
祖　

仁
太
坊

の
出
身
地
神
原
を
お
客
様
に
ご

案
内
を
す
る　

登
録
ガ
イ
ド
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

賃
金　

１
回
２
時
間

　
　
　

（
時
給
１
０
０
０
円
）

内
容
説
明
会

　
　

７
月
28
日　

18
時
～

会
場　

津
軽
三
味
線
会
館

募
集
期
間

　
　

７
月
28
日
～
８
月
12
日

採
用　

書
類
審
査(

履
歴
書
を
提
出) 

募
集
人
員　

15
名

※

説
明
会
に
来
れ
な
い
方
は
、

７
月
28
日
か
ら
三
味
線
会
館
で

資
料
を
配
布
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
津
軽
三
味
線
会
館
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

電
話　

０
１
７
３-

５
４-

１
６
１
６


